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1. はじめに 

 アスペクトベースセンチメント分析[1]は，テ

キストに含まれる文脈情報であるアスペクトを

利用することでテキストが何についての感情を

記述しているかを分析する．本研究では，事前

学習言語モデル BERT[2]によるテキストエンコー

ディングに基づいたテキストに含まれる複数の

アスペクトカテゴリの同定，及びそれぞれのア

スペクトカテゴリのターゲットフレーズとその

極性の同定を行うニューラルネットワークモデ

ルを提案する．そして SemEval データセットを

用いて本モデルの性能評価を行う．実験により

テキストに含まれるアスペクトカテゴリの同定

およびその極性の推定はそれぞれ 98％,95％と既

存研究と同等もしくは上回る精度を示した．一

方，ターゲットフレーズの推定では 81％と改善

の余地があることが確かめられた． 

 

2. 関連研究 

 アスペクトベースセンチメント分析[1]はテキ

ストに含まれるアスペクトカテゴリのエンティ

ティと属性を抽出し，その極性を文脈を考慮し

て分類する．アスペクトベースセンチメント分

析においても BERT を組み込んだモデルが提案さ

れている[3][4]． 

 本研究では入力テキストのみからアスペクト

カテゴリの検出とターゲットフレーズの同定，

極性分類を同時に行うモデルを提案する．複数

のタスクを同時に解決できる点が従来の研究と

異なる新規な点である． 

 

3. システム構成 

3.1 全体構成 

 提案モデルの構成を図 1 に示す．モデルはそ

のタスクにより 2つに分けられ，アスペクト 

 

 

 

 

 
図 1：モデル構造 

カテゴリ分類ネットとアスペクトセンチメント

分析ネットから構成される． 

 

3.2 アスペクトカテゴリ分類ネット 

アスペクトカテゴリ分類ネットは，文埋め込

み層，BERT エンコーダ，マルチラベル分類器か

ら構成される． 

文埋め込み層は入力されるテキストのトーク

ン列を BERT トークナイザによって ID 化する．

テキストには先頭に〈CLS〉トークン，末尾に

〈SEP〉トークンが付与される．BERT エンコーダ

はテキストのトークン列から 768 次元の隠れベ

クトルの列を推論する． 

マルチラベル分類器はアスペクトカテゴリの

分類を行う．入力は BERT から得た〈CLS〉トー

クンに対する 768 次元の隠れベクトルで，出力

はアスペクトカテゴリの個数の二値分類確率で

ある．活性化関数に Sigmoid 関数を用いること

により，テキストに各アスペクトカテゴリが含

まれる確率を推論する．マルチラベル分類器の

構造は二層の全結合層である． 

 

3.3 アスペクトセンチメント分析ネット 

 アスペクトセンチメント分析ネットは，カテ

ゴリ埋め込み層，Transformer エンコーダ層，カ

テゴリ分類器，ターゲットフレーズラベリング

器，極性分類器からなる． 

 Transformer エンコーダ層は，アスペクトカテ

ゴリ分類ネットから得た単語トークンの隠れベ

クトル列を入力として，自己注意機構に基づき，

ターゲットフレーズの位置と極性の推論のため

の特徴量を計算する． 
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 カテゴリ埋め込み層とカテゴリ分類器は，所

与の数のアスペクトカテゴリのエンコーダ・デ

コーダとして Transformer 層の特徴量計算の制

御のために導入される． 

 ターゲットフレーズラベリング器は二層の全

結合層からなり，Transformer エンコーダ層の各

出力隠れベクトルを入力として各単語トークン

がターゲットフレーズか否かの二値分類を行う

ことによってターゲットフレーズの位置を同定

する． 

 極性分類器は二層の全結合層からなり，

Transformer エンコーダ層のアスペクトカテゴリ

を示すトークンに対する 768 次元の隠れベクト

ルを入力としてアスペクトの極性をポジティブ，

ネガティブ，ニュートラルで分類することによ

り極性分類を行う． 

 

4. データセット 

 データセットは SemEval2016「タスク 5：アス

ペクトセンチメント分析」のレストランドメイ

ンを利用した．アスペクトカテゴリは合計 30 種

含まれ，合計テキスト数は 1749文となる． 

 

5. 実験 

5.1 アスペクトカテゴリ分類実験 

 SemEval データセットのテキストに含まれる

30 種類のアスペクトカテゴリの分類性能を評価

する．比較には次のモデルの結果を引用する． 

 

BERT-pair-NLI-B[3]：入力文にアスペクトカ

テゴリを挿入し極性の二値分類を解くことでア

スペクトカテゴリを求める BERTモデル． 

 

訓練用データで学習したモデルを検証用デー

タでテストし，アキュラシーと F1 値で評価した．

実験結果を表 1 に示す．既存研究と比較して本

提案モデルの精度は 98％程度と大きく上回った． 

 

 表 1：アスペクトカテゴリ分類ネット実験結果 

モデル Acc． F1 

BERT-pair-NLI-B 79.8 87.5 

本提案モデル 97.7 98.6 

 

5.2 アスペクトセンチメント分析実験 

 テキストに含まれる各アスペクトに対するタ

ーゲットフレーズの位置と極性の同定性能を評

価する．比較には次のモデルの結果を引用する． 

 

LCF-ATEPC-Fusion[4]：極性分類と位置同定を

同時に解決する BERTモデル． 

BERT-pair-QA-M[3]：入力文にアスペクトカテ

ゴリを挿入し極性分類を解く BERTモデル． 

 訓練用データで学習したモデルを検証用デー

タでテストし，位置同定は F1 値，極性分類はア

キュラシーと F1値で評価した． 

 各アスペクトに対するターゲットフレーズの

位置同定の結果は表 2 となった．既存研究と比

較して本提案モデルの精度は 81％程度であり改

善の余地が見られることがわかった． 

 各アスペクトの極性分類の結果を表 3 に示す．

既存研究と比較して本提案モデルの精度は 95％

程度であり遜色ない性能を持つことがわかった． 

 

 表 2：ターゲットフレーズ位置同定実験結果 

モデル F1 

LCF-ATEPC-Fusion 89.02 

本提案モデル 80.52 

 

 表 3：極性分類実験結果 

モデル Acc. F1 

BERT-pair-QA-M 93.6 96.4 

LCF-ATEPC-Fusion 89.45 84.76  

本提案モデル 94.84 95.57 

 

6. まとめ 

 本研究では，事前学習言語モデル BERT を組み

込んだアスペクトカテゴリ分類ネットとアスペ

クトセンチメント分析ネットからなるテキスト

のアスペクトカテゴリ同定，ターゲットフレー

ズの位置同定とその極性分類を行うニューラル

ネットワークモデルを提案した．そして SemEval

データセットを使用した実験によりその有効性

を評価した．今後はモデルの構造の改良により

精度の向上を行いたい． 
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